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本論文は全 5 章により構成され，その内容は以下の通りである． 
 
第 1 章では，序論として研究の背景，関連する既往の研究，研究の目的について述べた． 
 

















第 5 章では，一連の研究成果について述べた． 





されるようになってきている．典型的な例として，2006 年 10 月に発見された，一般国道







































ものは供用 25 年までに，「振動」によるものは供用 15 年までに発見されており，
供用の早い段階で発見されていることを明らかにした．また，「低い疲労強度の継
手ディテールの採用」によるものと「設計で想定していない応力や変形」による
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 したがって，本論文は，博士（工学）の学位論文として価値があるものと認められる． 
 
